
 

もう一人のいのちを守るため

私たちができること   

 ここ数年、都市部では突発的で予測の難しい豪雨災害

が増えています。加えて、高齢化などによりますます難しく

なる水害からの「避難」。 

 水の災害からもう一人のいのちを守るために、私たちが

できることは何か、この分野に詳しい片田敏孝教授をお迎

えし、ともに考えます。 

♦講演 

「水害の世紀 

  ～その時、避難の判断はどうあるべきか」 

 講師：片田敏孝さん（群馬大学大学院教授） 

♦意見交換  

♦終了後懇親会（参加は任意です。） 

  

♦片田敏孝さん略歴：専門は災害社会工学。 災害への

危機管理対応、災害情報伝達、避難誘導策のあり方等

について研究するとともに、住民とのワークショップを通

じた地域防災活動を全国各地で展開している。主な社会

活動：内閣府「集中豪雨時等における情報伝達及び高

齢者等の避難支援に関する検討会」委員、国土交通省・

河川局「社会資本整備審議会 豪雨災害対策総合政策

委員会」委員など、国・外郭団体・地方自治体の多数の

委員会、審議会に携わり、研究成果を紹介しながら防災

行政の推進に貢献している。  

震災がつなぐ全国ネットワーク 

移動寺子屋 in 世田谷 

参加申込：  

震災がつなぐ全国ネットワーク（担当：松田） TEL:052-253-7550／info@rsy-nagoya.com  

世田谷ボランティア協会・せたがや災害ボランティアセンター（担当：中家） 

  TEL:03-5712-5101／Fax03-3410-3811／soudan@otagaisama.or.jp 

本事業は日本財団の助成を受けて実施します。 

場所：世田谷ボランティアセンター 

世田谷区下馬２－２０－１４（三軒茶屋駅徒歩１５分）

TEL： ０３-５７１２-５１０１ 

開催日：２０１０年２月２３日（火） 

      午後６時４５分～９時１５分 

主催： 震災がつなぐ全国ネットワーク（名古屋市東区泉1-13-34名建協2階） 

地下街に流れ込む雨水 （２００３年福岡水害） 


